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研究成果の概要：本研究は，これまで主に縦ずれ断層として報告されてきた江南断層，綾瀬川

断層など関東平野北西縁断層帯を対象に，横ずれ変位に注目して断層地形を詳細に再検討し，

その分布を明らかにするとともに，河谷の屈曲や変位の向きの変化などから左横ずれが卓越し

ていることを明らかにした。また，中央構造線のうち活発な活動の認められる関東平野および

四国において，段丘開析谷や段丘崖を用いて横ずれの平均変位速度を高精度に推定した。 
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１． 研究開始当初の背景 

 
 文部科学省の地震調査研究推進本部は，
全国に分布する活断層を98にまとめ，それ
ぞれの活断層の地震危険度を評価し，公表
してきた（文部科学省，2005）。その中で，
関東平野に分布する綾瀬川断層の南半部や
東京湾北岸断層は活断層ではないとし，綾
瀬川断層の北半部は逆断層として評価を行
った。また，全国の活断層分布を詳細に再
検討した中田・今泉編（2002）では，関東

平野の中央構造線の断層分布はこれまで同
様に部分的に断続した逆断層を認めている
だけであり，綾瀬川断層や深谷断層の大部
分は活断層でないとしている。 
 関東平野はプレート収束帯の三重点会合
背後の構造盆地であり，第四紀に形成された
地形や地質に広く覆われている。ここでは先
駆的な調査研究により，日本の地形学の基礎
的な知識が多く生み出されてきた。活断層に
関しては，段丘面上に見られる明瞭な断層崖
を取り上げて，縦ずれ断層として断片的な断
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層の分布が論じられてきたが，それらをひと
つの断層帯として捉える視点や日本で第一
級の地質構造線である中央構造線との関連
はほとんど議論されていない。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は，関東平野西縁より北西－南東
方向に直線状に延びる平井断層，櫛引断層，
深谷断層，綾瀬川断層などを，関東平野を
縦断する一連の断層帯と捉え，分布や変位
様式を再検討するとともに，地質構造とし
ての中央構造線との関連を検討し，同様の
地質構造をなす四国の中央構造線活断層
帯との比較を通して，東北日本の中央構造
線活断層帯の活動特性を明らかにしよう
とするものである。具体的には，これまで
断続的に分布し，縦ずれ断層として報告さ
れている活断層を，沖積面の微小な変位地
形や横ずれ変位に注目して再検討し，その
分布や連続性，変位様式を明らかにすると
ともに，段丘開析谷などを用いて横ずれの
平均変位速度を検討する。また，四国の中
央構造線活断層帯と比較しながら，断層変
位地形の出現形態の特徴を地質構造と関
連させながら検討し，活構造の異なる環境
での断層地形の違いについて議論する。 
 
 
３．研究の方法 
 
(1)断層分布，変位地形の出現形態の解明 
 撮影年代や縮尺の異なる空中写真を用
いて，関東平野の中央構造線活断層帯全体
の地形判読を行い，詳細な活断層分布図を
作成する。また，あわせて地形分類図を作
成して断層変位地形の出現形態や変位基
準となる地形を明らかにする。 
 
(2)地表踏査・地形測量  
写真判読に基づいて認定された断層変

位地形を対象にして地表踏査を行い，断層
の存在を直接的に示す断層露頭や地層が
変形している露頭を観察するとともに，地
形測量や地質調査が可能な調査適地を探
し出す。 
 
(3) GIS（地理情報システム）上での地形
解析 
この断層帯は，首都に近く，人口密度が

極めて高い地域であり，地形調査を行うの
は容易ではない。地表での測量調査を補う
ため，航空レーダースキャナー計測によっ
て作成されたDEMデータをGIS（地理情報シ
ステム）上で分析し，変位地形の図化や測
量などの解析を行う。 

 
(4)ボーリング等の地質調査 
 断層を挟んで地層採取する調査を実施
し，最近の断層活動の証拠を得る。 
 
 
４．研究成果 
 
(1)関東平野の活断層分布の解明 
 関東平野の中央構造線活断層帯全体の地
形判読を行い，活断層分布の概要を把握した。
吉見丘陵から高崎の北西に延びる連続した
逆断層とともに，関東山地の山麓に沿って断
続的に横ずれ断層が延びていることが明ら
かとなった。特に，江南断層の南延長では，
丘陵や段丘の開析谷が左横ずれしており，左
横ずれ変位が連続して認められることがわ
かった。また，大宮台地では，北北西̶南南
東方向に変位地形が断続的に認められ，プレ
ッシャーリッジ状の高まりや開析谷の横ず
れ地形が認められることが明らかとなった。 
 
(2)綾瀬川断層の横ずれの地形学・地質学的
証拠 
 綾瀬川断層の地形・地質学的な調査を行い，
横ずれ変位の具体的な証拠を収集した。従来
の研究で指摘されてきた北東落ちの綾瀬川
断層の南東部延長には，大宮面を南西側落ち
に変位させる断層崖が延びている。このよう
な変位センスの変化や段丘開析谷，段丘崖の
変位から横ずれ変位していることを示唆す
る。これらの変位地形を高精度に測量し，そ
の変位量を明らかにするとともに，ハンドオ
ーガーを用いてその地下構造を明らかにし
た。大宮面を構成する常磐粘土の分布高度が
断層を挟んで異なること，これを覆う河成堆
積物およびローム層にも高度差があること
が明らかとなった。 
 
(3)四国の中央構造線の変位速度の推定 
 段丘崖の右横ずれが連続的に認められる
池田断層や岡村断層において地形分類の再
検討とともに，鍵となる地形面の年代を明ら
かにするための堆積物の調査を行った。複数
の地形面の右横ずれ変位量から，平均変位速
度がこれまで以上に高精度に算定できた。 
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